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論文内容要旨
 脳卒中多発と食生活ないし栄養摂取との関連については,疫学的ならびに実験的な立場から種々
 の検討が疫されているが,その死亡率の高いわが国ことに東北地方の水田単作地帯にむける食生活
 の特徴として,穀類の多食と食塩摂取の過剰お泌びビタミン,無機質とくにカルシウムの摂取の不
 足があげられている。
 著者は,脳卒中多発に関連があると老兄られるGa摂取の影響を実験的に追究すろために,ラッ
 トにGa欠乏餌を長期間投与L.,,さらに食塩水を一与え,実験の最終段階でDOCAを投一与して血圧
 の推移を観察するとともに栄養学的,生理学的,生化学的および病理組織学的追究を行った。
研究方法
 実験動物として自家生産したウィスタ一系のラット雄110匹,雌93匹を用いた。実験用ケー
 ジは雌雄それぞれ別とし,金網製で糞尿受けを別々に設け清潔を保ちうるようにした。飼育室内は
 冬期の室温を20～22℃とするよう電気自動調節を行った9実、験餌は基本餌とこれにGaを添加
 した高Ga餌とに分れる。基本餌の1009当り構成は,米粉759,大豆粉109,カゼイン'
 59,乾燥酵母5傍,大豆油4計,肝油D.59,食塩0.59である。基本餌の化学成分は,水分
 14.5%,タン白質12.5%,脂肪と油Z8%,炭水化物65.8%,.CaO.05%,MgO.U%
 PO.25%である。対照群のための高Oa餌は,2.519の乳酸カルシウム(Caとしてろ00解)
 を基本餌1009に加えCa含有量を0、55%とした。Ca欠乏餌には基本餌を用いた。飲料水は
 蒸溜水を用い,給水瓶から自由に飲ませた。食塩水の投与は,実験餌投与48週目から行ったが,
 食塩の1%蒸溜水溶液を給水瓶により対照群,Ga欠乏餌群より選んだラットに自由に飲ませた。
 発育は,各群の全うットについて'4週毎に体重を測定するとともに,経過中に諭ける死亡数齢よび
 外観の病的変化を観察した。血圧の測定は,京大岡本式のブレテスモグラフによる測定器で4週毎
 に各群の全うットについて,尾動脈による収縮・期血圧を測定した。G&出納試験には,特定のラッ
 トの24時間内に消費した食餌からGa摂取量を,又同時間内に排泄した糞および尿中のGa量よ
 りGa排泄量を求めその出納を算出した。餌および糞,尿中のGa定量分析は,過マンガン酸カリ
 容量法によった。血清GaおよびMg量の測定は,実験餌投与72週まで生存したラットについて
 心臓穿刺により採血したものを原子吸光分析法により,また臓器中の無機質の測定は,上記と同じ
 ラットの脳,心,肝,腎の諸臓器について,Na,Kは燈光分析法により,Ca,Mgは原子吸光
 分析法によった。病理組織検査は,実験途中斃死したものを含めた全うットの脳,心,節,膵,腎
 の諸臓器と腸間漢血管の標本について,ヘマトキシリン・エオジン染色むよびニツスル染色を行い,
 光学顕微鏡的検索を行った。
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 1)死亡率。ea.欠乏餌群と対照詳聞には,全期間を通して死亡率に有意の差はみられないが,
 48週以降に食塩水を与えた群では,雌雄とも死亡率の増加がみられ,特にOa欠乏餌群に食塩水
 を与えた雄では死亡率は大であった。2)外観。Ga欠乏餌群は,雌雄とも成長期に如いて骨格の・.
 発育不良,一般栄養状態の不良,動作の不活発化,眼瞼の出血,外的刺激に対する過敏,四肢の痙
 攣が対照群に比し多ぐみられた。5)発育。成長期ではCa欠乏餌群は,雌雄とも対照群に比し体
 重平均値が有意に低かったが成熟期以降には有意差はみられなかった。又食塩水投与群では,非投
 一与群に比して体重の減少が著しかった。4)血圧。成長期ではGa欠乏餌群では,雌雄とも対照群に
 比し有意に高い週がみられたが,成熟・期以降は両群の血圧平均値に有意差はみられない,食塩水投.
 一与群では,投与7週后には非投与群に比して有意に血圧の上昇がみられ,特にGa欠乏餌群に食塩
 水を投与した群は,雌雄とも高値を示す傾向がみられた。DOCA投与后は,血圧の上昇は一層著
 明であった。5)Ga出納試煉対照群,Ca欠乏餌群とも成長期では,食餌摂取量,従ってOa
 摂取量は多く,以后減少傾向にある。Oaの糞便中への排泄量は,成長期π少ぐ成長が進むにつれて多
 ぐなる。尿中のGa量は,時期によって著明な増減はみられない。従ってOa吸収率は,成長期で
 は高く成熟期以降は漸減する傾向にあった。食塩水投一与前后のGa出納試験では,食餌摂取量は食
 塩水投与后では減少し,.尿量は食塊水摂取量の増大に伴って著明な増加を示し尿中Ga量も著しい
 増加を示した。6)血清Ca量診よびMg量b雌雄ともea欠乏餌群は,対照群より有意に低く,
 特にCa欠乏餌群に食塩水とDOCAを一与えた群では最も低い値を示した。血清Mg量も血清Oa
 の場合と同様宏傾向を示した。7)臓器の無機質含有量。Na量は.,脳,心,好の諸臓
 器で食塩水投与群は非投一与群より高値を示す傾向があった。K量は,各臓器で各群間に.有意差は
 みられない。Ca量は,各臓器でGa欠乏餌群は対照群より低値を示したが有意差はみられなかっ
 た。Mg量は,心でCa欠乏餌群に食塩水かよびDOCAを投与した群では,他の群より有意に・
 低値を示した。8)病理組織学的所見。心では,各群とも心筋細胞の壊死と変性を伴う散在性の線
 維化巣が心筋層にみられたが,同所見の雌雄合計ではGa欠乏餌群は対照群より多く,食塩水およ
 びDOCA投ち群は,夢般与群より有意て多く遜られた。血管の壊死閉塞はみられなかつ偽腎では,尿細蟹内
 に円柱の存在1尿細管の軽度の萎縮寿よび硬塞性の瘢痕の所見がみられたが,このうち円柱は雌雄
 とも対照群にはみられず,Ca欠乏餌群で有意に多く,瘢痕もGa欠乏餌群で多くみられた。脳で
 は,間脳組織に海綿様変性,グリァ細胞の膨化の所見が雌雄ともea欠乏餌群および食塩水1)0』CA
 投与群で対照群より多くみられた。以上の病理組織所見は,対照群,Oa欠乏餌群に夫々食塩水と
 DOGAを投与した群間には有意差はみられない。以上を要約すると,Ga欠乏餌群では,成長期
 の発育の遅れと血圧の上昇,血清Ga量かよび臓器内Oa量の低下がみられ,病理組織所見も対照
 群に比し多くみられたd又食塩水齢よびDOOAの投与で,これらの所見の増大を来す傾向がみら
 れた。
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 審査結果の要旨
 太邦¢)脳卒中死亡率が世界一高率であること,ことにそれが東北地方にむいて最も高いことは1.
 食生活と密接な関連が、』ろものと考えられる。即ち米食偏軍の結果のビタミン・無機質の不足が
 食塩摂取過剰とともに問題である,)婆者は無機質のうちカルシュウムの摂取量に注目して動物実
 験を行った。即ちウイスタ一系ラット205匹を用いてGa,欠乏餌群と高Ga餌(対照)群とに
 分け,更に実験餌投与第48週以後は夫々の群をユ:ミ塩水投与砕,食塩太・DOGA投与群と非投
 与夢とに分け,栄養学的,牛理仕化学的ゑよび病理組織堂的に追究を行った。実験餌獲Oa欠乏
 餌!を基;衣餌とし,これ`にCaを卓痴卸して高Oa餌とした。、衣摺水鳳始め蒸溜水を給水厩から自由.
 に飲ませたが,実験餌投与第五8週以後ぼ夫々両群の一部に編食塩水を与え,卿τDoeAを
 第6フ週以降72週まで与えた。
 食塩水投与群では死亡率の増加がみられたが,とぐにCa欠乏餌+食塩7k投一与群の雄に死亡率
 が大であっ1鉦。Ca欠乏餌群は成長期にむいて骨格の発育不良,一般栄養状態4)不,良,動作ヂ)不
 活発,眼瞼の出血,外部刺激に対する過敏,四肢の痙重篤対照群に比して多ぐみられたっOa欠
 乏餌詳は発育期間中平均体重が対照群より低かったが,成熟後は養がみられなぐなった。ただし
 食塩水投一与群で嫉非投与群よ匂体重減少が著しかった。
 搬圧硫京大留志式ブレ'チスモグラフ測定装置により星動脈による収縮期並L圧を測定したが,成・
 終期にはGa欠乏餌群歩対照群に比し点ぐ,成熟後は差がみられなぐなった,)食塩太投与群は血
 圧の」一昇を来し,投与7週後には対照群に比し有意義を示し,とぐにCa欠乏餌・食塩7k投一与群
 に禽・値を示した。またユ)oeA投一与によって血圧卜昇は一層著明に左つた。
 ea,出納試験におけるGa吸収率は成熟後低下を示したが,食塩水投与によって食餌摂取号の
 減少とともに尿中Ca.排泄母の増加を示した。挿注清Ca景は,Ga欠乏餌群が対照群に比して有
 意に低ぐ,とぐにea欠乏餌・食塩水DOOA投.与群で簸も低い値を示した。血清M9量も同
 の傾向を示した。
 病理組.織学的には心・腎・脳にのみ所見があった。心筋細胞の壊死変性を伴う散在性の線維化
 巣がGa欠乏餌群ことに食塩水・⊃OOA投一与群に多ぐみられた。脳でぱ間脳組織の海綿様変性
 巣がGa欠乏餌辞むよび食塩7k・DOCA投与群に多ぐみられた。
 広論文は米食偏重の食牛活からぐる栄養素ことにGa摂取不足の全身的むよび循環系を中心と
 した諸臓器に与える影響を明らかπしている点で十分単位授一与に値するものと認めら九る。
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